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ﾏｲﾄ、ﾌｪﾗｲﾄなど）、金属系（鉄、ｺﾊﾞﾙﾄ、ﾆｯｹﾙ）、強
誘電体としては、ﾁﾀﾝ酸ﾊﾞﾘｳﾑ、ﾁﾀﾝ系酸化物、ﾏﾝｶﾞﾝ
系酸化物などのﾅﾉ微粒子を用いている。これらをｶﾞｽ
雰囲気中の電気炉による熱処理によってｾﾗﾐｯｸにして、
その材料としての機能評価をしている。熱処理をし
ないｺｰﾙﾄﾞﾌﾟﾚｽのみの材料についても測定を行ってい
る。

小堀裕己 教授
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ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ新しいマルチフェロイック物質の
探索と評価

ﾏﾙﾁﾌｪﾛｲｯｸ物質の電気特性、磁気特性、誘電特性、
結晶評価

●特徴
強磁性体ﾅﾉ微粒子、強誘電体ﾅﾉ微粒子、ｾﾗﾐｯｸ

●研究内容
強誘電性、強磁性、強弾性などの複数の性質を同

時に持つ物質を、ﾏﾙﾁﾌｪﾛｲｯｸ物質という。これらの性
質を用いて、磁場による誘電性の制御、電場による
磁性の制御などといった、これまでにない新しい性
質を利用した次世代ﾃﾞﾊﾞｲｽの実現が望まれている。
現在のﾏﾙﾁﾌｪﾛｲｯｸ物質の研究は、ほとんどが単一の

物質についての報告である。当研究室では、単一の
物質ではなく、ﾅﾉ微粒子の混合体としてのﾏﾙﾁﾌｪﾛｲｯｸ
物質に注目している。この場合、単なるｻｲｽﾞの大き
な粒子の混合体では、強誘電性、強磁性、強弾性な
どのそれぞれの単一の性質が強く現れ、磁場による
誘電性の制御、電場による磁性の制御などといった
効果は期待できない。ﾅﾉｻｲｽﾞにすることによって互
いの相互作用を大きくし、大きな交差相関が出現す
る事を期待している。
磁性体としては遷移金属酸化物系（ﾏｸﾞﾈﾀｲﾄ、ﾏｸﾞﾍ

強磁性体、強誘電体、ﾅﾉ微粒子、ｾﾗﾐｯｸ
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図 強磁性体と強誘電体のﾅﾉ粒子混合体


